別紙１　申請書（＊イベント事業の場合）

商店街振興事業名： 商店街チャレンジ戦略支援事業
	(1)実施方法（○で囲む）
イベントを主催　　・　　他の商店街と共催　　・　　他のイベントに参加

	(2)イベント名

	(3)実施期日（景品等交換期限を含む。）
　　　年　　　月　　　日　から　　　　年　　　月　　　日まで

	(4)実施場所

	(5)商店街名

	(6)代表者名

	(7)所在地（事務所又は代表者の住所）

	(8)電話番号

	(9)共催又は他のイベントへの参加の場合、その商店街名又団体名

	(10)イベントの具体的な内容

　　

	(11)期待される効果



	(12)収入のある事業について

①収入のある事業の実施予定の有無　　　予定している　　・　　予定していない

②実施を予定している場合の収入の見込額
③実施予定をしている場合の具体的な内容

　


＊間接補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

	・上記イベント事業の来街者予測数記入欄

　イベント期間トータル　　　　　　　　　　　一日平均　　　　　　　　　　　　

　（備考：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


別紙１　申請書（＊活性化事業の場合）

商店街振興事業名：商店街チャレンジ戦略支援事業 
	(1)事業名
	

	(2)商店街名
	

	(3)事業の目的


	(4)事業の必要性



	(5)期待される効果



	(6)事業の実施方法等

① 実施スケジュール

② 実施方法

③ 事業計画（継続性のある事業等の場合）※補助期間終了後も含む、事業の全体計画
④ 数量（施設を整備する事業、顧客利便機能の強化を図るための事業等の場合）

⑤ 設置年度、前回改修・都補助金受給の有無（既存施設の改修事業等の場合）
　　（設置年度）　　　　　　　　年度

（前回改修）　有　・　無　（有の場合　　　年度改修）
（都補助金受給）　有　・　無　（有の場合　設置時 ・ 前回改修時）


	(7)事業に要する経費内訳

総事業費
補助対象経費

総事業費に係る負担区分
都補助金
区市町村補助金

自己負担額

円

円

円

円

円

〈自己負担額内訳〉

区分
金　　　　　額

左　　の　　説　　明

積立金
円

負担金
円

借入金
円

その他
円

計

円




＊間接補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

別紙１　申請書（＊イベント事業の場合）

商店街振興事業名：商店街チャレンジ戦略支援事業 
	(1)実施方法（○で囲む）
イベントを主催　　・　　他の商店街と共催　　・　　他のイベントに参加

	(2)イベント名

　　　　　　　第○○回○○○商店会盆踊り大会

	(3)実施期日（景品等交換期限を含む。）
令和○○年○月○日　から　令和○○年○月○日まで

	(4)実施場所

　　　　　　　○○商店会内（△△から□□までの区域）

	(5)商店街名

　　　　　　　○○商店会

	(6)代表者名

　　　　　　　△△　△△

	(7)所在地（事務所又は代表者の住所）

　　　　　　　○○市○○町○－○－○（○○商店）

	(8)電話番号

　　　　　　　△△－△△△△－△△△△（○○商店）

	(9)共催又は他のイベントへの参加の場合、その商店街名又団体名

　　　　　　　○○商店会

	(10)イベントの具体的な内容

　　　　商店会のエリア内での盆踊り大会を以下の催しとともに実施

　　　　　　①花火大会、太鼓演奏イベント

　　　　　　②先着○○名に対し、抽選券を発行し、抽選会による景品の配布

　　　　　　③キャラクターショー、子供対象の路上ゲーム（先着○○名）

	(11)期待される効果

　　商店会のエリア内での実施により、商店街に足を運んでもらうことができ、イベントにより

　お客様と商店会会員とのコミュニケーションが図れる。お客様と会員との緊密さが増すことで

　今後の来店につながり、商店会の活性化につながることを期待する。

	(12)収入のある事業について

①収入のある事業の実施予定の有無　　　予定している　　・　　予定していない

②実施を予定している場合の収入の見込額　○○万円
③実施予定をしている場合の具体的な内容

　抽選会参加料（１等からはずれまで）

　ラムネ、ソーセージ、焼き鳥、焼きそば、etcを販売


＊間接補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

	・上記イベント事業の来街者予測数記入欄

　イベント期間トータル　１，０００人　　　一日平均　５００人　　　　　　　　　　　　


　（備考：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


別紙１　申請書（＊活性化事業の場合）

商店街振興事業名： 商店街チャレンジ戦略支援事業
	(1)事業名
	　○○○○事業

	(2)商店街名
	　△△△商店会

	(3)事業の目的



	(4)事業の必要性



	(5)期待される効果



	(6)事業の実施方法等

① 実施スケジュール

② 実施方法

③ 事業計画（継続性のある事業等の場合）※補助期間終了後も含む、事業の全体計画

④ 数量（施設を整備する事業、顧客利便機能の強化を図るための事業等の場合）

⑤ 設置年度、前回改修・都補助金受給の有無（既存施設の改修事業等の場合）
　　（設置年度）　　　　　　　　年度

（前回改修）　有　・　無　（有の場合　　　年度改修）

（都補助金受給）　有　・　無　（有の場合　設置時 ・ 前回改修時）



	(7)事業に要する経費内訳

総事業費
補助対象経費

総事業費に係る負担区分
都補助金
区市町村補助金

自己負担額

△△円
○○円

□□円
●●円

▲▲円
〈自己負担額内訳〉

区分
金　　　　　額

左　　の　　説　　明

積立金
■■円

商店会としての積立金を使用する
負担金
円

借入金
円

その他
円

計

■■円




＊間接補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

２





３





記　入　例





イベント名、商店会名は正式名称で記載してください





　イベント内容を具体的にお書き下さい。


　「盆踊り」等の記載のみで済ますことの無いようにお願いします。





　このイベントを行うことで、どのような効果が商店会にとって期待できるか、具体的にお書き下さい。


　商店会に対する具体的な効果を見出せない場合は事業自体対象外の可能性があります。





　備考欄には、上記開催日数と一日平均を掛け合わせたと数値とトータル数値に差異が発生する場合、理由をお書き下さい。(例:7月11日～13日の場合、一日平均500人であれば1,500人がトータルとなりますが、1,000人との記載をした場合は、その理由を記載してください)





８





記　入　例





　(3)から(6)までは可能な限り具体的にお書き下さい。





　例えば、街路灯の新設の場合の例としては以下の通りです。





　　事業の目的：商店街に設置されている街路灯の安全面での不安を除き、


　　　　　　　　商店会の顔としての街路灯を明るいイメージとし、商店会


のイメージ向上につなげる。また、現在の本数から増やす


ことで、街路をより明るくする。





　　事業の必要性：現在設置されているものはすでに設置後○年を経過している


　　　　　　　　　ため、安全面から新設する必要があるため。





　　期待される効果：商店会のイメージの向上と、夜でも明るい商店会と


　　　　　　　　　　して認知してもらい、お客様も安心して通ることが


出来るようになる。





　　実施スケジュール：○年○月　街路灯設置に関する委員会設置


○年○月　業者選定、契約


○年○月　工事開始


○年○月　工事終了





　　実施方法：現在設置されている街路灯を撤去し、新たな街路灯を設置


　　　　　　　業者の選定、図案の選定については、委員会を設置して、


　　　　　　　協議により決定する。





　　事業計画：業者選定を行い、新たな街路灯を設置予定。


　　　　　　　補助期間終了後は商店会実費負担により、管理する。





９
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